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今日の内容

１ 東日本大震災の山元町の被害

２ 山下中学校が避難所になった時の様子

３ 避難所開設・運営について

東北地方太平洋沖地震

（東日本大震災）

• ２０１１年３月１１日 １４時４６分発生

（平成２３年）

• Ｍ９．０
• 日本観測史上最大級の海溝型巨大地震
• 南北５００km×東西２００kmの断層破壊
• 巨大津波（15～20m）➜沿岸市町村壊滅

山元町の位置

面積 ６４．８k㎡

人口 16,717人 （H.23.1）

気象庁による津波・津波警報等

①午後２時４６分：巨大地震発表（Ｍ７．９）

②午後２時４９分 （地震発生から３分後の予報）

岩手県：３ｍ 宮城県：６ｍ 福島県３ｍ

２５分 （10分後に６ｍの津波）

③午後３時１４分 （地震発生から２８分後の予報）

岩手県：６ｍ 宮城県・１０ｍ 福島県：６ｍ

④午後３時３１分 （地震発生から４７分後の予報）

岩手県：１０ｍ 宮城県・１０ｍ 福島県：１０ｍ

実際の津波到達時間

・岩手県宮古市：３５分後（７．３ｍ）＝午後３時２１分

・岩手県釜石市：３５分後（９．３ｍ）＝午後３時２１分

・岩手県大船渡市：２９分後（１１．８ｍ）＝午後３時１５分

・宮城県石巻市：３４分後（７．７ｍ）＝午後３時２０分

・宮城県山元町：１時間４分後（１０ｍ超）＝午後３時５０分

・福島県相馬市：１時間４分後（８．９ｍ）＝午後３時５０分

停電停電

実際はＭ９．０なので，

４５倍のエネルギーで

あった
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山元町の被害

浸水域図

巨大津波の襲来

⇒海岸線で１２ｍ

⇒町の４０％（24ｋ㎡）で浸水

山下中学校
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山元町の被害

■人的被害数（平成25年3月1日現在）
○死者 ６３７人

※町内での遺体発見数674人
■家屋への被害（平成25年5月24日現在）
○全壊 2,217棟（うち流出1,013棟）
○大規模半壊 534棟

■津波浸水区域

○浸水範囲面積 24k㎡（約40％）
○推定浸水域にかかる人口 8,990人
○推定浸水域にかかる世帯数 2,913世帯（52.4％）

ＪＲ常磐線

中浜小学校 （県内最南校）



3

避難所となって

山下中学校

体育館
使用不可

武道場

教室棟

二次避難

二次避難

国連テント

駐車場

本部

ペット入口

プール

教室棟

校長室

廊

下

玄関車椅子対応

各教室の外観
エレベータ

技術室 物資倉庫

３月１１日（金） 第１日目（午前中卒業式）

晴れ夜雪（6.2℃，－2.5℃）

体育館は非構造物の落下のため使用不可

３０分後停電，津波情報あり

数時間後断水

避難者続々来校

職員は，状況不明の

まま対応に追われる。

町内全地区民

国道走行車両

ＪＲ乗客

観光客

原発避難者

他町から避難

朝雪（8.8℃，-1.1℃）

・新聞届く

・町の給水車により水確保

・教室等を避難者の生活場所へ

・冷凍食品や食材の提供

・深夜，仮設トイレ２台到着

・生徒の安否確認を並行して行う

・温かいスープ調理配給開始

３月１２日（土） 第２日目
教室を小さなコミュニティーに

廊下も活用

1階の部屋は高齢者・車椅子

津波・地震等の違いで避難所の持ち物は違う
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山下中学校の避難所開設の流れ
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当日 翌日

避難者数予測できず

校舎等の安全確認

（
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避難者概数把握

小集団の編制小集団の編制

既存のコミュニ

ティを活用せず

既存のコミュニ

ティを活用せず

空いている部屋

知人・親戚等の

新しいコミュニティ

空いている部屋

知人・親戚等の

新しいコミュニティ

反省点

理科室２学習室２－３２－２２－１

くすの

き

保健室

相談室

相談室

女ﾄｲﾚ

男ﾄｲﾚ

美術室

技術室 被服室 調理室

多目的教室

理科室１

ロビー

女ﾄｲﾚ

男ﾄｲﾚ

給食調理場

体育館駐輪場

１－１

英語

教室

数学

教室

３－３３－２３－１ １－２ １－３

西ﾜｰｸｽ

ﾍﾟｰｽ

男ﾄｲﾚ

女ﾄｲﾚ

東ﾜｰｸｽ

ﾍﾟｰｽ

男ﾄｲﾚ

女ﾄｲﾚ

職員室

ロビー

湯沸 印

校長室

小会議室 相談室

更

衣

ﾄｲﾚ

倉庫

ﾄｲﾚ

視聴覚会議室 コンピュータ室

テラス

生徒

会室

放送室

ｽﾀｼﾞｵ

プール 体育館

EV
西階段

東階段

図書室

東階段

西階段

ﾄｲﾚ

玄関

生徒昇降口

中庭外部階段

中庭外部階段

２階平面図

１階平面図

音楽室
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洗濯場

隔離室
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隔離室
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救急患者

対応室

高齢者

対応室

動物同居室

居住場所と活動場所

とを分ける

居住場所と活動場所

とを分ける
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区

域

立入禁止区域

諸活動場所

ゴミ置き場

避難所開設時の平面図

武道場

フリースペースフリースペース

フリースペースフリースペース

居住場所

居住場所

活動場所

運

営
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所

顔見知りの

空間

外部者は

入室禁止

外部ボランティア

との活動

山下中学校避難所は・・・・・

１ 避難者の代表者による運営

生活のルールはここで決定

２ 外部ボランティアを運営には入れない

できることはすべて自分たちで行う

３ 小集団によりコミュニケーションをはかる

教室を開放し，避難者の生活スペースにした

４ 居住場所と活動場所を分ける

落ち着いたボランティアの入らない居住空間

５ 生活しやすいルール

夕食遅延証，保育所昼食

６ 心の醸成活動

お花見，花壇整備，特技披露

山下中学校避難所組織図

運営員

連絡員 各部屋から選出

各 係

住 民

行政・教職員はアドバイス役

毎日夜６時半開催

・課題解決

・情報共有
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の
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３日目から

開催

ボランティア
部屋ごとの係

授業再開に向けて

避難者移動の計画実施

山下中学校避難所の役割

行政

担当

行政

担当

避難者避難者

学校職員

・自立と

協働生活

・生活のルール

・自治組織

・避難者の特定

・地区確認

・生存確認

・情報提供

・支援物資

・避難所運営業務

・イベント企画

・校舎管理

・生徒の情報収集

・学習支援

トラブルが発生したら，連絡員で話し合い，行政・学校がサポートする

お粥も提供する

避難者支援
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学校職員は

役場職員は

４／１９まで裏方に徹する

教

室
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夜間入所証明も発行する
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【自分を活かす避難所とは】

○趣味 ○仕事 ○資格 ○人柄 ○知識・知恵

生活しやすい避難所にするために

○避難者の安全・心の安心の場所

○避難時期 季節（暑い 寒い）

○避難所開設期間 長期・短期

○学校授業再開の時期

○コミュニティーを活かす運営

〇次のステップへの準備

体育館？ 教室？体育館？ 教室？

避難所(収容避難所)とは

災害によって短期間の避難生活を余儀なくされた場合に，

一定期間の避難生活を行う施設。(ウィキペディアより)

？？？それだけ？？？

ただ，寝食をするだけの場ではないし，

そうしてはいけない。

将来避難所を出たときに，沢山のものを失った中

でも逞しく生きていく（自立する）心をもつため

の準備をする施設でもある。

災害から避難所，仮設住宅，復興住宅への流れ
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コミュニティを考えると・・・・・・

最終地でのコミュニティ形成に役立つ

仮設・避難所運営が重要

そのためには・・・・・・・次の場所での生活を考えて

① コミュニティづくり ⇒ 小集団

② 自立していくことのできる活動

⇒ ボランティア活動・活動役割

③ 避難所の自治活動

小集団に分けることのできる施設の準備

・避難所として提供と学校再開の時期

山元町は４５日後に学校再開，熊本は３０日後に学校再開

熊本地震時の避難所は，

東日本大震災時の教訓が活かされているか？

避難所として学校施設（教室等）は，

最善の施設である

避難所の光景（阪神淡路大震災）

西宮市立津門小学校

避難所の光景（中越地震）

小千谷市総合体育館
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避難所の光景（中越地震）

長岡市立北中学校体育館

避難所の光景（熊本地震１）

提供：産経新聞

提供：日経新聞

避難所の光景（熊本地震２） そのためには・・・・

① コミュニティづくり ⇒ 小集団

② 自立していくことのできる活動 ⇒ボランティア活動・役割

③ 避難所の自治活動

熊本地震時の避難所は，

東日本大震災時の教訓が活かされているか？

小集団に分けることのできる施設の準備

⇩

避難所として学校施設（教室等）は，最善の施設である

学校の場合・・・・

・避難所として提供と学校再開の時期

山元町は４５日後に学校再開，熊本は３０日後に学校再開

避難者の自立に向けた

自治活動をすすめるには

○一人ひとりが，ルールを守って，

の気持ちを持つこと

○自分たちのことは 行う

○「ないものねだり」より「 」へ

○ が集団生活には必要である

話し合いができる小集団の形成が必要

教室が最善である

ありがとうございました


